
へ
い
あ

ん

き

ょ
う

京
都
・平
安

京

跡
右
京
六
条
三
坊
六
町

１
　
所
在
地
　
　
　
一爪
都
市
右
京
区
西
院
溝
崎
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
四
年

（平
１６
）
四
月
１
六
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
帥
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
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孝
雄

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
調
査
は
、
会
社
施
設
建
設
に
伴

っ
て
実
施
さ
れ
た
。
調
査
地
は
六
町
の
南

西
部
に
あ
た
り
、
調
査
で
は
馬
代
小
路
側
溝
、
掘
立
柱
建
物
、
井
戸
な
ど
を
検

出
し
た
。
今
回
報
告
す
る
人
名

が
墨
書
さ
れ
た
男
女

一
対
の
人

形
は
、
井
戸
Ｓ
Ｅ

一
か
ら
出
土

し
た
。

馬
代
小
路
側
溝
は
延
長
三

〇
ｍ
に
わ
た

っ
て
検
出
し
て
お

り
、
幅
四
ｍ
以
上
、
深
さ

一
・

三
ｍ
を
測
る
。
遺
物
は
ほ
と
ん

ど
出
土
し
な
か

っ
た
。
側
溝
の

西
肩
は
調
査
区
外
と
な
る
た
め
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
規
模
か
ら
み
る
と
道

路
側
溝
と
い
う
よ
り
河
川
と
呼
ぶ
方
が
相
応
し
い
。
こ
れ
ま
で
の
平
安
京
内
の

調
査
に
よ
れ
ば
、
九
世
紀
後
半
以
降
の
右
京
で
は
、
雨
水
が
氾
濫
し
や
す
い
地

形
に
対
応
す
る
た
め
、
い
く
つ
か
の
道
路
を
排
水
路
と
し
て
造
り
替
え
て
い
る

こ
と
が
判
明
し
て
お
り
、
こ
の
馬
代
小
路
も
そ
の
例
に
な
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

調
査
区
北
西
部
に
位
置
す
る
Ｓ
Ｂ

一
は
、
二
間
×
五
間
の
身
舎
に
両
廂
の
付

く
南
北
棟
建
物
で
あ
る
。
柱
間
は
桁
行

・
梁
間
と
も
に
八
尺

（二
・
四
じ
、
廂

の
出
は
九
尺

（二
・
七
じ

で
あ
る
。
井
戸
Ｓ
Ｅ

一
は
こ
の
建
物
の
南

一
〇
ｍ

の
地
点
で
検
出
さ
れ
た
。
掘
形
は

一
辺
三
ｍ
、
深
さ
は
二

・
五
ｍ
を
測
る
。
掘

形
四
隅
に
は
柱
穴
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
井
戸
覆
屋
を
伴

っ
て
い
た
。
井
戸
粋

は
抜
き
取
ら
れ
て
い
る
。
埋
土
は
大
き
く
四
層
に
分
か
れ
、
最
上
層
の
第
四
層

の
黒
褐
色
粘
質
土
か
ら
は
、
土
師
器

・
須
恵
器
な
ど
と
と
も
に
、
櫛
、
斎
串
、

「吉
」
銘
墨
書
土
器
な
ど
祭
祀
具
と
み
ら
れ
る
遺
物
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
。

こ
れ
ら
の
遺
物
は
井
戸
廃
棄
時
の
祭
祀
に
伴
う
も
の
と
み
ら
れ
る
。
報
告
す
る

人
形
二
体
は
、
こ
れ
と
は
別
に
第
三
層
の
灰
褐
色
粘
質
土
よ
り
出
土
し
た
。
共

伴
遺
物
は
な
く
、
第
四
層
出
土
遺
物
と
は
性
格
が
異
な
る
こ
と
が
窺
え
る
。
井

戸
か
ら
出
上
し
た
土
器
類
の
年
代
は
九
世
紀
初
頭
に
位
置
付
け
ら
れ
、
建
物
と

井
戸
は
平
安
京
遷
都
後
間
も
な
い
頃
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

⑪

　

「
葛
井
福
万
呂

葛
井
福
万
呂

」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］∞泉
８
遜
伽
ｏＰ

(京都西南部)



2004年出土の木簡

②

　

「槍
前
阿
古
□
□
」

μ
ら
い
×

］
∞
×

Ｐ
伽
　

ｏ
ｏ
〕

①
は
男
性
像
の
人
形
。
人
名
は
左
胸
と
右
胸
に

一
行
ず
つ
墨
書
さ
れ
て
い
る

が
、
腹
部
に
か
か
る
下
半
の
一
部
は
墨
書
の
後
、
削
り
取
ら
れ
て
い
る
。　
一
本

を
削
り
出
し
て
立
身
を
模
り
、
足
を
や
や
屈
曲
さ
せ
て
い
る
。
後
ろ
に
回
る
両

腕
は
、
別
材
で
作
り
木
釘
で
固
定
す
る
。
頭
部
は
鳥
帽
子
状
に
、
顔
部
は
日

・

鼻

。
日
を
削
り
出
す
。
墨
書
き
に
よ
っ
て
頭
髪
、
睫
毛
、
瞳
、
日
髭
、
顎
髭
が

表
現
さ
れ
る
。

②
は
女
性
像
。
人
名
が
胸
部
か
ら
腹
部
に
か
け
て
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
腕
は

欠
損
し
て
い
る
が
、
体
部
側
面
上
方
に
は
、
腕
を
後
ろ
手
に
固
定
す
る
た
め
の

切
り
込
み
や
木
釘
痕
が
残
り
、
男
性
像
と
同
様
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
頭

部
の
形
状
は
髪
を
結
い
ま
と
め
た
頭
上

一
警
を
表
現
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

胸
部
や
腹
部
は
男
性
像
に
比
べ
て
や
や
ふ
く
ら
み
、
ふ
く
よ
か
に
表
現
さ
れ
て

い
る
。
材
質
は
二
体
と
も
に
ス
ギ
材
。

「葛
井
」
「檜
前
」
は
と
も
に
下
級
官
人
を
輩
出
し
た
渡
来
系
氏
族
で
あ
り
、

下
級
官
人
の
居
住
地
と
し
て
、
今
回
の
木
簡
の
出
土
地
点
は
相
応
し
い
。
男
女

の
人
名
が
墨
書
さ
れ
た
人
形
は
、
平
城
京
や
平
安
京
内
で
も
出
土
例
が
あ
る
が
、

今
回
の
よ
う
に
立
体
形
に
作
ら
れ
る
も
の
は
な
い
。
手
を
後
ろ
に
回
し
足
を
少

し
屈
曲
さ
せ
る
姿
は
罪
人
を
思
わ
せ
る
。
こ
の
よ
う
な
形
状
か
ら
み
て
、
こ
れ

ら
の
人
形
は
男
女
の
和
合
や
厄
払
い
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
呪
具
と

し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
釈
読
に
つ
い
て
は
京
都
大
学
の
西
山
良
平
氏
、
人
形
の
性
格
に
つ
い

て
は
奈
良
大
学
の
水
野
正
好
氏
か
ら
ご
教
示
を
得
た
。
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